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べてのコアについて,焦点を絞らずにあらゆる手法

を適用するのは,時間･労力･経費の浪費につなが

る.
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〈受付:1994年1月24目>

第6回(1994年度)地質調査所研究講演会

｢火山,恵みと災害｣

鯉日時/平成6年6月27日(月)10:00-17:10

鰯会場/三会堂ビル9F石垣記念ホｰル

東京都港区赤坂1-19-13
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鰯主催/工業技術院地質調査所

･鮒日本産業技術振興協会

協賛/日本火山学会･㈱東京地学協会

⑬参加費:聴講無料

(ただし,テキスト代実費一般2,600円)

⑱申込先:鋤日本産業技術振興協会

〒105東京都港区虎の門1-19-5

虎の門1丁目森ビル5F
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⑩問い合わせ先:工業技術院地質調査所

総務部業務課広報係

〒305茨城県つくば市東1-1-3
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《プロゲラム》

特別講演:

太田一也･九州大学島原地震火山観測所長

r雲仙普賢岳の火山活動と研究老の果している役割｣

大木靖衛･新潟大学積雪地域災害研究センタｰ教授

｢日本人と温泉｣

講演:

須藤茂｢雲仙火山の噴火と地質調査所の観測体制｣

川邊禎久｢火山岩が語るマグマの情報｣

風早康平｢火山ガスからわかるマグマ活動の実体｣

高橋正明｢伊豆大島火山の噴火でできた温泉

一小清水(浜の湯)温泉｣

ポスタｰセッション:

雲仙火山地質図･光波測距による雲仙火山の山体

変動観測･空中写真解析による雲仙火山の山体変

動観測･プレｰ火山の噴火一雲仙火山との比較研

究･地質調査所発行の火山に関する地質図･最近

の噴火活動(写真)･ほか
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